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串 田 和 美

亀 山 公 園 広 場 の 「 灯 り 」

　
串 田 は 、 １ ９ ４

２ 年 東 京 都 生 まれ 。 俳 優 座 養 成 所を 経 て 文 学 座 に 入団 し 、

6 6年 に は 吉

田 日 出 子 ら 有 志 と劇 団 「 自 由 劇 場 」

　
同 実 行 委 員 会 は 、 日 本

で 最 初 に ク リ ス マ ス を 祝っ た 歴 史 を 次 世 代 に 伝え 、 山 口 に 生 き る 喜 び を醸 成 す る た め 、 こ の 歴 史を 演 劇 化 す る 取 り 組 み をス タ ー ト さ せ る 。 そ の 第一 歩 と し て 、 演 出 家 で 俳

を 結 成 。

6 8年 に 「 六 月 劇

場 」  「 発 見 の 会 」 と 合 流

歴 史 を 次 世 代 に 伝 え る た め 演 劇 化

「

1 2月 、  山 口 市 は ク リ ス マ ス 市 に な る 。  」
　
日 本 で 初 め て の ク リ ス マ ス ミ サ （ １ ５ ５ ２ ＝ 天 文

2 1年 ） が こ こ 山 口 で 執 り 行 わ れ た と の 史 実 を 地

域 の ブ ラ ン ド 力 向 上 や に ぎ わ い に つ な げ よ う と 、  「 日 本 の ク リ ス マ ス は 山 口 か ら 」  （ 日 ク リ ） 事 業 は１ ９ ９ ７ 年 の 初 開 催 以 来 約

3 0年 、 地 域 の 人 た ち の 手 に よ り 続 け ら れ て き た 。  「 日 本 の ク リ ス マ ス は

山 口 か ら 実 行 委 員 会 」  （ 岡 部 達 矢 委 員 長 ） は 、 今 年 も 「

1 2月 、 山 口 市 は ク リ ス マ ス 市 に な る 。  」 と 宣

言 。 趣 旨 に 賛 同 す る 催 し が 、

1 2月 の 山 口 市 を 舞 台 に 繰 り 広 げ ら れ て い る 。

し て 「 演 劇 セ ン タ ー

6 8」

（ の ち の 黒 テ ン ト ） と して テ ン ト で の 全 国 移 動 公演 を 行 う 。

7 1年 に 脱 退

し 、

7 5年 か ら は 「 オ ン シ

ア タ ー 自 由 劇 場 」 で 「 上海 バ ン ス キ ン グ 」  「 も っと 泣 い て よ フ ラ ッ パ ー 」な ど の ヒ ッ ト 作 を 生 み 出し た 。

8 5年 か ら

9 6年 に

は 、 Ｂ ｕ ｎ ｋ ａ ｍ ｕ ｒ ａ「 シ ア タ ー コ ク ー ン 」 の初 代 芸 術 監 督 を 務 め 、 劇場 設 計 か ら 参 画 し 、 コ クー ン 歌 舞 伎 な ど の 演 出 でも 活 躍 し た 。 ２ ０ ０ ０ 年　
こ の 時 季 の 風 物 詩 と も

い え る イ ル ミ ネ ー シ ョ ン「 山 口 の 灯 り 」 が 、 山 口市 内 各 所 に お 目 見 え し てい る 。　
日 ク リ の シ ン ボ ル と も

言 え る 旧 サ ビ エ ル 記 念 聖堂 を 模 し た シ ン ボ ル イ ルミ ネ ー シ ョ ン は 、 亀 山 公園 広 場 （ 県 立 美 術 館 横 ）で 点 灯 中 。 初 登 場 し た

0 9

年 か ら

1 8年 ま で は 新 亀 山

公 園 ふ れ あ い 広 場 や 一 の坂 川 交 通 交 流 広 場 で 、

1 9

年 か ら は 同 所 で 輝 い て いる 。 こ れ ま で は 静 か な 灯り だ っ た が 、 今 年 は ク リス マ ス ソ ン グ の Ｂ Ｇ Ｍ も

流 さ れ て い る 。　
山 口 市 の 光 の コ ン セ プ

ト 「 未 来 を 奏 で る 光 の アン サ ン ブ ル 」 を テ ー マ にし た 「 灯 り 」 は 、 同 所 とＪ Ｒ 山 口 駅 に 設 置 。  〝 西洋 と 日 本 〞  、  〝 キ リ ス ト教 〞 と 〝 仏 教 〞  、  〝 古 い 価値 観 〞 と 〝 新 し い 価 値観 〞 な ど の 「 重 な り 」 が山 口 市 の 未 来 を 作 り 出 して き た と 振 り 返 り 、 重 なり 合 う こ と （ ＝ ア ン サ ンブ ル ） で 強 さ や 未 来 が 生ま れ る と の 意 味 が 込 め られ て い る 。 周 辺 の 木 々も 、 色 と り ど り に ラ イ トア ッ プ 。 亀 山 公 園 の 遊 歩 か ら

1 1年 間 に わ た り 日 大

芸 術 学 部 の 特 任 教 授 を 、
0 3年 か ら

2 0年 間 に わ た り

長 野 県 松 本 市 の ま つ も と市 民 芸 術 館 の 館 長 兼 芸 術監 督 を 務 め た 。

2 3年

1 0月

に は 、 自 身 や 演 劇 の 原 点を 捉 え 直 し 、 さ ら に 探 求し 企 画 製 作 し て い く 「 フラ イ ン グ シ ア タ ー 自 由 劇場 」 を 立 ち 上 げ 。

0 6年 芸

術 選 奨 文 部 科 学 大 臣 賞 、
0 7年 第

1 4回 読 売 演 劇 大 賞

最 優 秀 演 出 賞 、

0 8年 紫 綬

褒 章 、

1 3年 旭 日 小 綬 章 、

1 5年 シ ビ ウ ・ ウ ォ ー ク ・
オ ブ ・ フ ェ イ ム 賞 、

2 2年

信 毎 賞 を 受 け た 。　
参 加 す る に は 、 申 し 込

み フ ォ ー ム （ 二 次 元 コ ード か ら ） で の 事 前 エ ン トリ ー が 必 要 だ 。 問 い 合 わせ は 、 山 口 き ず な 音 楽 祭プ ロ ジ ェ ク ト （

☎
０ ８ ３

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

－

９ ２

９

－

３ ９

４７ ）へ 。

２ ５

－

２

３ ０ ０ ）へ 。

優 の 串 田 和

か ず

美 よ し

に よ る 演 劇

ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 する 。　
日 時 は

2 3日  （ 火 ）  午 後 ６

時 半 か ら で 、 会 場 は Ｃ ・Ｓ 赤 れ ん が （ 山 口 市 中 河原 町 ５ ）  。 無 料 で 誰 で も参 加 で き る 。

道 に は 、 同 聖 堂 の ス テ ンド ガ ラ ス を モ チ ー フ に した コ ン セ プ ト 行

あ ん ど ん

灯 も 並 べ

ら れ 、 踏 む た び に 色 の 変わ る ア ト ラ ク シ ョ ン も 置か れ て い る 。 点 灯 時 間 は午 後 ６ 時 か ら

1 0時 で 、

3 1

日  （ 水 ）  ま で の 設 置 。　
そ の 他 山 口 市 中 心 部 で

は 、 Ｃ ・ Ｓ 赤 れ ん が 前 庭「 ハ ー ト ツ リ ー Ｍ Ｏ ＭＩ 」  、 大 殿 大 路 ・ 竪 小 路周 辺 の 「 大 殿 あ か り さ んぽ 」  、 中 心 商 店 街 の 一 部な ど が ラ イ ト ア ッ プ さ れて い る 。 さ ら に 、 象 頭 山山 頂 「 光 る 象 の イ ル ミ ネー シ ョ ン 」  、 山 口 大 学 吉田 キ ャ ン パ ス 正 門 付 近 、Ｊ Ｒ 新 山 口 駅 北 ・ 南 口 駅

し て 、

2 0日  （ 土 ）  か ら １ 月

1 2日 ま で は 、 山 口 市 阿 東
に あ る 高 さ

3 0㍍ 近 い も み

の 木 ２ 本 に 電 飾 が 施 さ れる 「 第

3 2回 ク リ ス マ ス ナ

イ ト フ ェ ス テ ィ バ ル 」 もあ る 。 会 場 は 、 阿 東 地 域交 流 セ ン タ ー 地 福 分 館 。　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　
各 事 業 に 関 す る 詳 細 や

「 ク リ ス マ ス 市 」 関 連 イベ ン ト に つ い て は 、 公 式ウ ェ ブ サ イ ト （ 二 次 元 コー ド か ら ） を 参 照 の こと 。 問 い 合 わ せ は 、 同 実行 委 員 会 （

☎
０ ８ ３

－

９

前 広 場 、 県 立大 講 堂 前 な ども 、 鮮 や か な光 で 彩 ら れ てい る 。　
ま た 、 山 口

市 徳 地 地 域 では 、

6 0カ 所 を

越 え る イ ル ミネ ー シ ョ ン が街 を 飾 る 「 第７ 回 と く ぢ 行っ て 美 夜 （ ミナ イ ト ） が 、１月

1 2
日

　

（ 月 ・ 祝 ） まで 開 催 中 。 そ

串 田 和 美 ワ ー ク シ  ョ  ッ プ

山 口 の 灯 り

　
ト ッ プ チ ー ム は 、 ２ ０

２ ５ シ ー ズ ン の Ｊ ２ リ ーグ を 、 ７ 勝

1 5分

1 6敗 の

1 9

位 で 終 え ま し た 。 最 終 節ま で Ｊ ２ 残 留 の 可 能 性 を残 し て い ま し た が 、 他 会場 の 結 果 も あ り 、 惜 し くも 勝 ち 点 １ 差 で Ｊ ３ 降 格と い っ た 結 果 に な っ て しま い ま し た 。 ど ん な 時 も熱 く 応 援 し て い た だ い た

皆 さ ま 、 本 当 に あ り が とう ご ざ い ま し た 。　
来 年 は Ｊ リ ー グ も 変 化

の 年 。 来 年 ２ 月 か ら 約 半年 間 の 特 別 大 会 を 挟 み 、リ ー グ 戦 は 秋 春 制 へ と 移行 し ま す 。　
レ ノ フ ァ と し て は 「 必

ず 」 と の 思 い で 、 １ シ ーズ ン で の Ｊ ２ 復 帰 を 目 指し ま す ！

ク リ ス マ ス プ レ ゼ ン ト

た 。  「 誰 か ら ？

　
ど ん な プ レ ゼ ン ト な

の 」 と 同 席 し た プ レ ゼ ン ト な ど 貰 っ たこ と の な い 仲 間 が 口 を 尖 が ら せ て 訊 いた 。　
八 月 、 愛 子 さ ん は 腿 に 小 さ な 腫 れ も

の が で き た 。 足 を か ば い な が ら 美 容 院に 行 っ た 。 洗 髪 で 仰 向 け に な っ た 。 終わ っ て 起 き 上 が ろ う と し た ら 足 に 力 が入 ら な く て 立 て な か っ た 。 も が い て いた ら 、 す ぐ に イ ケ メ ン の 美 容 師 さ ん が抱 き 起 こ し て く れ た 。 九 月 に は 腫 物 もひ き 支 障 な く 行 動 で き る の に 、 美 容 院で 洗 髪 の と き に ま だ 起 き 上 が れ な い そ

　 「 私 、 も う ク リ ス マ ス プレ ゼ ン ト 貰 っ た わ よ 」 と 、八 十 歳 の 愛 子 さ ん が 言 っ

ぶ り を し て も が い た 。 又 、 イ ケ メ ンが 抱 き 起 こ し た 。 十 月 も 十 一 月 も 、も が い て 抱 き 起 こ し て も ら っ た 。 十二 月 、 い つ も の よ う に 美 容 院 に 行 って 、 洗 髪 の 時 も が い た ら 、 ど う ぞ 、と 言 っ て イ ケ メ ン 美 容 師 か ら 杖 を 差し 出 さ れ た 。 ク リ ス マ ス プ レ ゼ ン トで す 、 っ て 。 洒 落 た 木 の 杖 。　 「 へ え ー 、 も が い た ら 貰 え る の ね 」　 「 ど こ の 美 容 院 な の 。 私 も 行 こう 。 私 は 本 当 に 膝 が 悪 い の よ 」　 「 あ な た 、 こ の 間 は 地 区 の 運 動 会に 出 て た じ ゃ な い の 」　 「 美 容 院 の 仰 向 け の 洗 髪 は 角 度 によ っ た ら 腰 が 痛 い わ よ ね 。 す ぐ に は立 ち 上 が れ な い わ 。 支 え が い る わ 。い い プ レ ゼ ン ト 貰 っ た わ ね 」　 「 雪 の ク リ ス マ ス な ら い い わ ね 」



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ２ 月 １ ３ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

昨 年 の 公 演 の 一 場 面

　
第

2 4回 リ ル ・ レ イ ・ ダ

ン ス ス タ ジ オ ラ イ ブ が 、あ す

1 4日 午 後 ４ 時 か ら 萩

市 民 館 （ 萩 市 江 向 ） で 、
2 1日  （ 日 ）  に は 県 教 育 会 館

（ 山 口 市 大 手 町 ２ ） で 午
後 ２ 時 か ら と ６ 時 か ら 開か れ る 。 ス タ ジ オ ・ レ イ

（ Ｒ Ｅ Ｉ ・ Ｋ Ｏ 代 表 ） の
主 催 。 ４ 歳 か ら 大 人 ま での ス タ ジ オ メ ン バ ー と 、Ｒ Ｅ Ｉ ・ Ｋ Ｏ 代 表 率 い るプ ロ パ フ ォ ー マ ン ス 集 団

「 Ｓ Ｒ カ ン パ ニ ー 」 の ダ
ン サ ー ・ 役 者 ら 約

5 0人 が

出 演 す る 。 サ ン デ ー 山 口な ど 後 援 。　
１ 部 は 「 み ん な と 踊 れ

る っ て … 最 高 に し あ わせ ！ 」 を テ ー マ に し た 、ス タ ジ オ メ ン バ ー に よ る洋 楽 ダ ン ス メ ド レ ー 。 １９ ５ ０ 年 代 の ミ ュ ー ジ カル ソ ン グ か ら 最 近 の ヒ ット 曲 ま で 、

1 0曲 が 披 露 さ

れ る 。

　 「 １ ０ ０ 年 の 想 い の カタ チ 」 と 題 さ れ た ２ 部 では 、 今 年 の 「 昭 和 １ ０ ０年 」 に ち な み 、  「 昭 和 初期 の 愛 唱 歌 」  「 服 部 良 一メ ド レ ー 」  「

6 0年 代 歌 謡

曲 」  「

7 0年 代 ニ ュ ー ミ ュ

ー ジ ッ ク 」 な ど 、 昭 和 の邦 楽 を 「 シ ョ ー ケ ー ス 形式 」 で 紹 介 す る 。 さ らに 、  「 リ ル ・ レ イ 『 ザ ☆ベ ス ト テ ン 』  」 で は 、

7 0

年 代 と

8 0年 代 の 日 本 の ヒ

ッ ト ソ ン グ を 、 ラ ン キ ング 形 式 で 披 露 す る 。　
プ ロ の ダ ン サ ー と し

て 、  「 ザ ・ ベ ス ト テ ン 」や 「 ザ ・ ト ッ プ テ ン 」 など の 歌 番 組 に も レ ギ ュ ラー 出 演 し て い た Ｒ Ｅ Ｉ ・Ｋ Ｏ 代 表 は 「 日 本 屈 指 の先 生 方 の ご 指 導 の 下 、 トッ プ ア イ ド ル の バ ッ ク ダン サ ー や 振 り 付 け ア シ スタ ン ト を 務 め さ せ て い ただ い た 。 そ の 頃 の 貴 重 な経 験 の 全 て が 、 地 域 に おけ る エ ン タ ー テ イ ン メ ント 作 品 の 制 作 に 携 わ る 今の 自 分 を 形 作 っ て い る 」と 話 す 。　
前 売 り 券 は 、 大 人 ２ ５

０ ０ 円 、 高 校 生 以 下 １ ５０ ０ 円 で 、 同 ス タ ジ オ
（ 山 口 市 青 葉 台 １ 、
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０

８ ３

－

９ ２ ３

－
１ ８ １

６ ）  、 山 口 市 民 会 館 、 山口 井 筒 屋 、 ア ト ラ ス 萩 など で 購 入 で き る 。 当 日 券は 各 ５ ０ ０ 円 高 だ が 、 山口 会 場 の み 「 サ ン デ ー 山口 を 見 た 」 と 伝 え る と 、前 売 り 料 金 で 入 場 可 能 。　
詳 細 は 、 ウ ェ ブ サ イ ト

（ 二 次 元 コ ー ド か ら ） を参 照 の こと 。

リ ル ・ レ イ ・ ダ ン ス ス タ ジ オ ラ イ ブ
昭 和 の 「 ベ ス ト テ ン 」 や 洋 楽 な どあ す  ・

2 1日

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


